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去る４月２３日に秋
田大学において１，２
年生の学生約２０名を
対象に人間力開発プロ
グラムを実施致しまし
た。今年に入っての初
めての実践で不安を抱えながらのスタートとなりましたが、
想像以上に学生達が具体的な目標を持ち、真剣にディスカッ
ションをしている姿に助けられ成功に終わったと思います。
翌日の秋田さきがけ新聞にも記事が掲載され、関係者からも
高い評価を戴いた事も委員会メンバーの自信につながったと
思います。これからもその時の学生達の活き活きとした表情
を思い出しながらより良い事業が提供できるよう努めていき
ます。 人間力開発委員会　委員長　遠藤訓

リーダーとして
の資質向上を目指
し活動しておりま
す。５月に(株)エ
ム・マインド・デ
ィレクター刈田範
博氏を講師として
お招きし「心の総合知能（EQ）を高めよう！」をテーマに
研修を行いました。EQとは自分の感情を上手に調節し利用
する事で、本来自分が持っている能力を最大限に活かす知
性のことです。より良い人的環境を自ら創造する能力を身
につけ、日々リーダーとしてのスキルを高めるべく行動し
ています。

会員研修委員会　委員長　塩田和彦　

当委員会の役割り
は名前の通り、総務
と交流を担当する、
青年会議所ではいわ
ゆる裏方担当の委員
会です。本年度は1月
の定時総会の運営から始まりました。総会は団体として
の最も大切な決議機関でありますので、滞りがないよう
細心の注意を払い進行させて戴きました。これからは会
員名簿の製作など、まだまだ仕事がたくさんありますの
で、一生懸命頑張りたいと思います。

総務交流委員会　委員長　加藤誠

３月２９日に２
００５年度上期面
接式並びに名刺交
換会が開催されま
した。１３名の入
会希望者からは
個々に自己紹介、
そして抱負を語って戴きましたが「積極的にＪＣ活動へ参
加をする」という熱意が感じられるものでした。早く慣れ
て戴いて我々の仲間として活躍されることを期待すると共
に、今もっている熱意を忘れずに頑張って戴きたいと思い
ます。

会員拡大推進会議　議長　及川正

2005年度（社）秋田青年会議所は151
名の会員で組織しております。
今年の運動指針として、我々世代は、

時代の先駆者としてもっと高い志と夢
をもって、この秋田を元気で心豊かな
魅力ある街にしていかなければならな
いとの考えで、「高い志と夢を抱いて
心豊かな魅力あるまち　あきたを創造
しよう」という基本理念を掲げ日々活
動しております。
本年、12の委員会・会議体・事務局で構成し、人と人の心の絆や繋がりを

重要視して、全ての事業を展開しております。
各委員会を、一言ずつですが紹介させて戴きます。

2005年度
社団法人秋田青年会議所

理事長 谷口満州美
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秋田青年会議所
の創立50周年の年
に立ち上げた
「Powerful City

Akita Vision」構想
に基づき、現在行
っている各種の事業を検証し、今後のJC活動
及び事業発展の方向性を探しております。その
一環としまして、７月には秋田ブロック会員大会
において、義家弘介氏による一般聴講者参加型の講演会
「ヤンキー新たなる挑戦」を開催させて戴きました。

組織進化検討委員会　委員長　川口雅丈

事務局は理事会
の設営・運営、財
務管理、諸行事・
諸事業の庶務全般
を行う裏方的な存
在ですが、本年度
は三役（理事長＆副理事長＆専務理事）と合同で８月例会
を事業として開催しました。本例会では事業報告会・懇親
会という形式で『語り合おう、共に創り上げる夢を』をテ
ーマに、本年度の委員会活動と今後の事業予定を各委員会
より報告戴き、互いに語り合う事によって会員相互の交流
を図り、各事業への理解を得る事が出来たと思います。

事務局長　武藤　寿

（社）秋田青年会
議所の会員企業が
地域のリーダー企
業として活躍する
ためのスキルアッ
プを目指して、各
種研修事業を開催しています。全て会員向けの事業ですが、
２月に開催した例会と、5月・8月に開催した研修会を通じ
て、企業経営のあるべき姿や企業経営の重要ポイント、決
算書の分析方法等を学び、各会員企業経営に役立たせてい
ます　　　　　経営資質向上委員会　委員長　猿田由紀夫

大きく2つの事業
を展開してきまし
た。1つは「ひまわ
り発育ネット」で
す。教育の情報化
に向け、小学校を
対象とし、ひまわ
りの成長・栽培という共同作業からネット上での対話が交流
を生む学びの場を提供し、情報教育や総合的学習の補助にな
る事が出来ればという思いで展開しております。2つ目は
「かわいい子には旅をさせろin白神」です。宿泊体験型プロ
グラムで、子供達だけで白神山地でのキャンプや自然体験を
し、人や自然と関わる事の出来る事業です。未来を担う子供
達の為にサポートが出来るよう頑張っています。

青少年育成委員会　委員長　滝田　敏喜

人間力大賞は活
動の拠点を秋田に
据え、さまざまな
分野から次代を担
う傑出した若者を
募り、選考し表彰
する事業です。また、人間力大賞の社会的認知度を深め、
そうした若者が希望を持って、より素晴らしい活動ができ
るよう支援し、我々青年会議所と連携を取り、こころ豊か
なまち秋田を共に創造していくことを目標に邁進していま
す。

人間力大賞運営委員会　委員長　鈴木充

『打ち水大作戦in
あきた』と『Ｃｏ
２削減ウィーク』
を開催し、地球温
暖化防止に取り組
みました。現在、
地球温暖化による環境の変化は世界各地に深刻な被害を及
ぼしています。私達の小さな一歩が、これからの環境活動
として地域の皆様にも広がり、地球温暖化防止に繋がる事
を、願っております。

環境行動推進委員会　委員長　佐藤尚二

平岡様への指導の依
頼、栗城氏との田沢湖わ
らび座での出会い、子供
達と一緒の台本読み、ヤ
ートセ秋田実行委員会へ
の出演の依頼、わらび座
に公演を観に行き、そし
て初めて歌の練習・・・思い出したらきりがなく、懐かしいです。そ
んな想いが詰まっている尊い舞台なのです。すっかりスタッフ、キャ
ストの皆様は仲良しになり、バラバラになる事を寂しく思っているの
ではないでしょうか。そして、この絆は、消える事はなく、皆様に新
たな生きる活力、秋田の活力となって伝えられれば、私達がこの１年
行ってきた活動に意味があったと言えるのではないでしょうか。本ミ
ュージカルで訴えたかった「環境破壊」は、我々青年に課せられた重
大な問題です。その解決に何らかの応援が出来ればと本日精一杯の公
演を行います。

魅力あるあきた推進委員会　委員長　阿部勇一

情報を戦略的に発
信するには？既に取
り組んでいた紙媒
体、インターネット、
ラジオと進め、本年
度は秋田JC製作によ
るテレビ番組を放映
すべく、現在も鋭意、取材に編集にと動いています。この番
組をご覧戴き、秋田JCとはどのような活動をしている団体な
のかを知って戴き、また興味を持って戴ければ幸いに思いま
す。ＡＢＳ秋田放送にて、１１月１９日(土)１４時から１４
時５５分の放送です。お楽しみに！

情報戦略推進委員会　委員長　米澤弘晃


